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解
雇
に
至
る
過
程
で
当
時

の
管
財
人
ら
（
＝
日
本
航
空
）

に
よ
っ
て
被
解
雇
者
が
所
属

す
る
日
本
航
空
乗
員
組
合
と

キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン

の
ス
ト
権
確
立
に
介
入
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
介
入
が

不
当
労
働
行
為
と
い
う
憲
法

違
反
で
あ
る
と
し
て
昨
２
０

１
６
年
９
月
23
日
に
最
高
裁

で
決
定
、
厳
し
く
断
罪
さ
れ
、

１
６
５
名
の
解
雇
が
違
法
な

手
続
き
に
よ
る
不
当
な
解
雇

で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し

た
。各

労
組
は
統
一
要
求
に
基

づ
き
解
雇
争
議
解
決
に
向
け

て
合
同
団
交
を
行
う
よ
う
に

日
本
航
空
に
要
請
を
続
け
、

争
議
団
・
支
援
者
は
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
未
だ
に
日
本
航
空
は
解

決
交
渉
を
行
お
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
日
本
航
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空
の
対
応
を
旅
客
に
も
知
ら

せ
、
会
社
の
決
断
を
せ
ま
ろ

う
と
９
月
23
日
12
時
〜
13
時

羽
田
空
港
到
着
ロ
ビ
ー
外
の

通
路
で
約
１
６
０
名
の
参
加

に
よ
り
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
支
援
者
は
「
不
当

解
雇
NO
！
」
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
解

決
を
決
断
せ
よ
！
」
の
赤
い

プ
ラ
ス
タ
ー
を
手
に
サ
イ
レ

ン
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
争
議
団
は
旅
客
に
ビ
ラ

を
配
布
し
ま
し
た
。
23
日
に

向
け
て
、
各
地
で
早
期
解
決

を
求
め
る
団
体
署
名
の
取
り

組
み
、
空
港
や
駅
で
の
宣
伝

行
動
、
日
本
航
空
支
店
へ
の

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

毎
月
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
民
支
援

共
闘
に
よ
る
本
社
前
宣
伝
要

請
行
動
で
は
日
本
航
空
は
社

内
に
部
屋
を
用
意
し
て
要
請

を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
て

い
る
た
め
、
22
日
の
「
全
国

支
援
者
代
表
と
の
社
屋
内
で

の
本
社
要
請
」
を
実
現
さ
せ

る
べ
く
、
両
労
組
は
真
摯
に

対
応
す
る
様
文
書
で
申
し
入

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
は
前
日
に
な
っ
て
支
援

者
代
表
と
の
社
屋
内
で
の
要

請
を
拒
否
し
、
両
労
組
の
代

表
と
は
30
分
に
限
り
社
屋
内

で
の
要
請
を
受
け
る
、
団
体

署
名
の
受
け
取
り
及
び
全
国

の
支
援
代
表
者
の
要
請
は
、

従
来
通
り
社
屋
外
で
対
応
す

る
と
の
返
答
を
し
て
来
ま
し

た
。
両
労
組
の
代
表
は
、
全

国
の
支
援
者
を
代
表
す
る
形

で
、
日
本
航
空
の
人
財
本
部

の
課
員
３
名
に
対
し
て
、
社

屋
内
で
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
で
は
、
支
援
者

の
社
屋
内
で
の
要
請
を
拒
否

し
た
こ
と
へ
の
抗
議
、
及
び

そ
の
理
由
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
が
、
会
社
は
『
今
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
』
と
繰
り
返

す
だ
け
で
、
そ
の
理
由
を
示

さ
な
い
と
い
う
極
め
て
不
誠

実
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

両
委
員
長
か
ら
は
、
早
期

解
決
を
求
め
る
強
い
意
志
を

表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会

社
側
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
関
す
る

複
数
の
具
体
的
な
質
問
が

出
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
の
対

9月23日、JAL本社要請行動の翌日に羽田空港での宣伝行動を行った。
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徳
島
駅
前
で
７
時
20
分
か
ら

30
名
で
１
時
間
の
早
朝
宣
伝

行
動
を
行
い
５
０
０
枚
撒
き

切
り
ま
し
た
。
そ
の
後
徳
島

阿
波
踊
り
空
港
支
店
で
空
港

所
長
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

◆
不
当
解
雇
と
た
た
か
う
日

航
労
働
者
を
支
え
る
秋
田
の

会：

争
議
団
と
共
に
９
月
19

〜
20
日
に
秋
田
駅
前
に
て
宣

伝
行
動
、
市
内
支
店
、
空
港

支
店
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
援
す
る

新
潟
の
会：

争
議
団
・
Ｊ
Ａ

Ｌ
争
議
新
潟
県
支
援
共
闘
会

議
と
共
に
９
月
16
日
に
新
潟

駅
前
で
宣
伝
行
動
を
行
い
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
５
０
０

枚
の
チ
ラ
シ
は
30
分
で
な

く
な
り
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
と
た

た
か
う
愛
媛
原
告
を
支
え

る
会：

争
議
団
と
共
に
９

月
20
日
７
時
45
分
か
ら
１

時
間
、
県
庁
前
で
早
朝
宣

伝
行
動
、
そ
の
後
空
港
支

店
で
副
支
店
長
に
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

◆
不
当
解
雇
と
た
た
か
う

日
本
航
空
労
働
者
を
支
え

る
釧
路
・
根
室
の
会：

９

月
16
日
に
釧
路
駅
前
宣
伝

行
動
、
19
日
に
市
内
支
店

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る

北
海
道
の
会：

９
月
11
日

札
幌
南
口
広
場
で
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
各
地
の
支
援
共

闘
会
議
等
の
行
動
も
10
カ

所
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
を
支
え
る

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
会：

９
月

14
日
女
満
別
空
港
に
お
い

て
争
議
団
と
共
に
旅
客
に

対
す
る
ビ
ラ
ま
き
宣
伝
行

動
と
横
断
幕
で
の
ア
ピ
ー

ル
行
動
、
網
走
道
の
駅
、

北
見
駅
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
又
空
港
支
店

に
お
い
て
支
店
長
に
要
請

書
を
手
渡
し
本
社
に
届
け

る
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る

徳
島
の
会：

争
議
団
・
徳

島
労
連
と
共
に
９
月
20
日

応
と
同
様
に
、
会
社
に
と
っ

て
の
不
安
材
料
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
年

末
交
渉
に
向
か
っ
て
「
統

一
要
求
」
に
対
し
て
真
摯

に
検
討
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
、
速
や
か
に
解
決
に

向
け
た
回
答
を
す
る
こ
と

を
要
求
し
ま
し
た
。

支
援
団
体
代
表
ら
は
本

社
玄
関
前
に
立
つ
課
員
に

不
当
な
対
応
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
約
２
か
月
で

集
ま
っ
た
総
計
２
３
０
０

通
の
団
体
署
名
を
手
渡
し

な
が
ら
、
早
期
解
決
を
要

請
し
ま
し
た
。

国民支援共闘共同代表全労協金澤議長

がJAL担当者に強く要請

釧路駅前で宣伝行動

徳島宣伝

新潟宣伝

松山空港支店要請
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ま
す
。

音
威
子
府
は
、
人
口
７
５

０
人
と
北
海
道
で
一
番
人
口

の
少
な
い
村
で
、
尚
且
つ
一

番
近
い
旭
川
空
港
へ
も
車
で

3
時
間
と
い
う
地
理
的
な
条

件
に
あ
り
、
運
動
も
限
ら
れ

た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
全

現
状
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
音
威
子

府
版
支
え
る
会
通
信
の
発
行
に

合
わ
せ
、
少
し
で
も
原
告
の
皆

さ
ん
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
、
会

員
と
地
区
労
組
合
員
に
お
願
い

し
、
定
期
的
に
物
販
活
動
を
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
退
職
や
転
勤

な
ど
で
会
を
離
れ
る
方
が
い
ま

す
が
、
支
え
る
会
総
会
や
地
区

労
の
諸
会
議
で
の
入
会
の
呼
び

か
け
な
ど
で
、
少
し
ず
つ
会
員

を
増
や
し
、
現
在
の
会
員
数
は

５
団
体
33
個
人
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

音
威
子
府
地
区
労
で
は
こ
こ

数
年
、
村
役
場
の
退
職
補
充
な

ど
に
よ
っ
て
若
い
組
合
員
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
若

い
組
合
員
は
国
鉄
闘
争
を
知
ら

な
い
世
代
と
な
り
、
解
雇
撤
回

闘
争
の
支
援
と
い
っ
て
も
な
か

な
か
伝
わ
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。音

威
子
府
の
会
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
若
年
層
に
会
員
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
結
成
以
降

開
催
さ
れ
て
い
な
い
「
解
雇
当

事
者
を
交
え
た
学
習
会
」
の
設

定
を
企
画
し
よ
う
と
考
え
て
い

面
解
決
の
た
め
に
、
改
め
て

奮
闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
愛
知
の
会
事
務
局

谷
藤
賢
治
（
建
交
労
）

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
経
営
破
た
ん
に

よ
る
人
員
削
減
が
進
め
ら
れ

て
い
た
２
０
１
０
年
12
月
22

日
、
労
働
者
性
を
争
っ
て
い

た
建
交
労
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
・
ビ
ク
タ
ー

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
音
楽
家

ユ
ニ
オ
ン
・
新
国
立
劇
場
劇
団

員
の
３
争
議
は
、
「
労
働
者
性

裁
判
闘
争
決
起
集
会
」
を
都
内

で
開
催
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
人
員
削
減
対
象
者
が
、

訴
え
の
た
め
に
参
加
し
て
き
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る

音
威
子
府
の
会

事
務
局

杉
山

均

国
鉄
闘
争
の
終
結
後
、
地

域
で
作
り
上
げ
て
き
た
闘
い

の
継
承
と
新
た
な
地
域
運
動

を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か

と
い
う
模
索
の
中
で
、
日
本

航
空
の
不
当
解
雇
者
を
支
援

す
る
活
動
が
で
き
な
い
か
と
、

２
０
１
２
年
11
月
に
Ｊ
Ａ
Ｌ

闘
争
を
支
え
る
音
威
子
府
の

会
を
結
成
し
、
ま
も
な
く
丸

５
年
に
な
り
ま
す
。

結
成
前
段
に
は
、
原
告
本

人
を
招
い
て
学
習
会
を
開
催

し
、
解
雇
の
経
過
や
そ
の
不

当
性
を
学
び
、
音
威
子
府
地

区
労
を
中
心
に
、
４
団
体
22

個
人
の
会
員
で
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

活
動
の
中
心
は
各
種
署
名

や
Ｊ
Ａ
Ｌ
会
社
、
裁
判
所
等

へ
の
は
が
き
活
動
、
物
販
活

動
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

中
央
へ
攻
め
上
げ
る
取
り
組

み
や
支
店
、
空
港
、
街
頭
で

の
宣
伝
行
動
は
、
人
よ
り
も

牛
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
な
片

田
舎
で
は
効
果
も
薄
く
、
な

か
な
か
取
り
組
め
な
い
の
が

＜秋田行動報告＞

戦争法廃止、安倍退陣の例月行動に

ＪＡＬ争議の早期解決を求めて「秋田・支える会」が合流

団体交渉の早期開催と不当解雇撤回を県民にアピール

～９月19日 秋田市、秋田駅前大屋根下にて～

秋田・支える会の呼びかけに応えて、平和労組会議、平和センター、

社民党から支援者約20名が結集。横断幕の掲示、チラシ配付、街頭演

説等で道行く人々にJAL争議の現状を訴え、早期解決に向けた支援と

協力をにぎやかにアピールしました。

この日の行動には社民党から県議３名も駆け付け、それぞれがマイ

クを握り、「なんの落ち度もない労働者の職場と生活を奪うことは許

されない！」「団交拒否はあらたな不当労働行為だ！」「最大の力は

利用者の声。JALの本社と支店に電話・FAXを！」と呼びかけました。

街宣終了後は、秋田支える会代表の加藤麻里さん（県議）、事務局

長の伊藤正通さん、県平和労組会議議長の櫻田憂子さん、原告団副団

長の鈴木圭子さんの４名がJAL秋田支店を訪問。応対した上谷哲也氏

に、団交開催と争議解決を求める要請書を手交、秋田県民の意思を植

木社長に届けるよう要請し、上谷氏もその旨承諾しました。

翌20日には秋田空港のJALカウンターを訪ね、県平和労組傘下の社

長宛の要請書を23通手渡し、対応したアシスタントマネージャー・齊

藤郷氏に善処を要請しました。齊藤氏も、社長にまちがいなく届ける

ことを確約しました。

22日の本社要請行動で提出する平和労

組傘下組合の団体署名は31団体集まり、

鈴木副団長に託しました。

この他、秋田・支える会の案内で、鈴

木副団長は労組等17団体を訪問し、支援

強化と継続を要請し、秋田行動を終えま

した。（秋田支える会事務局）
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Ｊ
Ａ
Ｌ
の
破
た
ん
は
報
道

で
知
っ
て
い
た
が
、
大
量
の

解
雇
問
題
の
発
生
に
つ
い
て

は
、
一
般
紙
に
は
あ
ま
り
報

道
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ず

ら
っ
と
会
場
に
並
ん
だ
組
合

員
は
、
不
安
と
怒
り
が
入
り

交
じ
っ
て
い
た
。
数
日
後
の

大
晦
日
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
客

室
乗
務
員
１
６
５
名
が
解
雇

さ
れ
ま
し
た
。

私
が
関
わ
っ
て
い
た
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
カ
ス

タ
マ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
労
働

者
性
を
争
う
闘
い
は
、
最
高

裁
で
最
後
の
た
た
か
い
を
迎

え
て
い
た
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
事
件

は
、
翌
２
０
１
１
年
４
月
に

最
高
裁
で
労
働
者
性
が
認
め

ら
れ
、
そ
の
後
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
か

ら
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
と
企
業
は
肥

大
化
し
た
が
、
現
在
に
至
る

ま
で
会
社
と
の
団
体
交
渉
は

開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
争
議
は
、
国
家

を
相
手
取
っ
た
闘
い
で
あ
る
。

企
業
と
は
言
え
ど
も
、
戦
後

長
い
間
半
官
半
民
で
１
９
８

７
年
に
完
全
民
営
化
さ
れ
て

は
い
る
が
、
体
質
は
「
殿
様

経
営
」
と
し
か
言
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
破
た

ん
と
そ
の
再
生
に
は
、
国
も

含
め
５
０
０
口
加
入
を
目
標

と
し
て
き
た
も
の
の
な
か
な

か
到
達
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

２
０
１
７
年
4
月
末
現
在
、

有
効
会
員
数
は
、
38
団
体
・

１
３
０
個
人
で
１
９
７
口
と

な
っ
て
い
る
が
、
累
計
で
は

２
５
６
件
２
９
４
口
と
な
っ

て
い
る
。
時
折
、
支
え
る
会

か
ら
名
簿
を
入
手
し
、
各
単

産
に
未
納
リ
ス
ト
を
渡
し
、

加
入
継
続
を
要
請
し
て
い
る
。

大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
支
援
に
つ

い
て
愛
知
で
は
、
２
０
１
１

年
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
当

時
は
東
北
大
震
災
後
の
支
援

が
多
く
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

東
京
・
大
阪
に
比
べ
民
間
航

空
産
業
の
労
働
組
合
組
織
が

活
動
停
止
状
態
の
中
で
、
愛

知
で
は
愛
労
連
交
通
運
輸
部

会
と
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
陸
海
空
港

湾
労
組
連
絡
会
が
中
心
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
１
年
10
月
頃
か
ら

支
援
の
組
織
づ
く
り
に
着
手

し
、
12
月
に
結
成
準
備
会
を

立
上
げ
、
２
０
１
２
年
3
月

に
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
愛
知
の
会
」
が

正
式
発
足
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
愛

知
の
会
で
は
、
会
費
は
取
ら

ず
、
財
政
づ
く
り
は
も
っ
ぱ

ら
物
資
販
売
と
単
産
か
ら
の

カ
ン
パ
で
賄
っ
て
き
た
。
当

初
か
ら
物
販
は
、
東
北
被
災

地
支
援
を
兼
ね
た
東
北
の
名

産
品
を
主
軸
に
お
い
て
い
る
。

会
費
は
あ
く
ま
で
「
支
え
る

会
」
だ
け
と
し
、
混
乱
を
避

け
て
き
た
。
争
議
は
す
で
に

７
年
を
超
え
て
き
た
。

愛
知
で
の
支
え
る
会
の
会

員
は
、
当
初
よ
り
個
人
団
体

そ
れ
で
も
１
０
０
口
分
は
継

続
が
で
き
て
い
な
い
。

争
議
が
長
期
に
わ
た
る
な

か
で
、
政
治
も
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
10
／
22
の
衆

院
選
で
一
体
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
ら
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
が
国
の
関
与
の
も
と
で
解

決
の
方
向
に
動
く
の
か
微
妙

な
情
勢
で
も
あ
る
。
と
か
く
、

日
本
の
企
業
社
会
で
は“

人

権
”
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
世
界
の
常
識
は
、
日

本
の
非
常
識
と
な
っ
て
い
る
場

面
が
多
く
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告

の
３
度
の
勧
告
は
、
世
界
の
常

識
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に

対
応
す
る
そ
ぶ
り
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
に

も
国
に
も
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

世
界
の
常
識
が
通
じ
る
時
期
も

遅
く
な
い
時
期
に
来
る
は
ず
で

す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
勝
利
を
信

じ
て
今
後
も
微
力
な
が
ら
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

＜争議団紹介・支える会事務局＞
藤田由美子

支える会事務局として、主に支える会通信や更新のお願いの発

送に関わっています。原告団と支援してくださる皆様をつなぐ窓

口として、遣り甲斐を感じています。2011年に支える会が発足し

て以来、長きに亘り支え続けてくださっている方、新たに会員に

なってくださった方、一人ひとりの皆様に心から感謝の日々です。

支える会通信を確実にお届けするためにも住所やメールアドレス

の変更時にはご連絡いただきますようお願いいたします。

齋藤 晃

いつも温かいご支援を頂きまして、有難うございます。JAL争議

団乗員原告の齋藤晃です。月日の経つのは早いもので、日本航空

から不当に整理解雇されて、間もなく７年になろうとしています。

解雇を理由に、大学２年で中退した長男も二人の娘に恵まれ、長

女の子供を合わせると孫が５人になりました。ゆっくり孫と遊ぶ

暇もなく、JAL争議団専従として、毎日動き回っています。三労組

統一要求を掲げ、日本航空に争議解決を迫っていますが、会社は

未だに我々争議団との話し合いの場に着こうとしません。不必要

な整理解雇を強行し、そのまま放置する日本航空を絶対に許せま

せん。

鈴木圭子

いろいろなところで訴えさせていただく時にとても不思議な思

いにかられます。私が解雇されたことはとても悔しいことですが、

解雇がなければそして不当解雇撤回の活動を行わなければ今私の

目の前にいらっしゃる方々とはお会いしていなかったのだと改め

て気づかされるからです。今まで何百人いや何千人の方とお会い

したでしょうか！数えられませんが、皆さまからいただいた元気

と勇気とお叱りは私の宝です。それらを糧にこれからも粘り強く

頑張ります！


